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<観光講義を通して見た
[話題提供] ロシア＆ロシア人>

１．ロシア各地・講義風景
２．観光講義・内容
３．観光講義・参加者
４．観光講義中の・ロシア人の性格
５．ロシア・ホスピタリティ感覚
６．ロシア・ロシア人が見せたいもの



ロシア講義風景 （サンクトペテルブルグ2006）



ロシア講義風景 （サンクトペテルブルグ2007）



2016年10-11月 「極東ロシア」 観光振興講義
（産官学・観光プロ＋サハリン国立大学学生・・・単位付与形式）



ロシア講義風景

（ウラジオストク 2016.10.04）

（ペドロパブロスク・カムチャッキー 201８．４．２７）

（サンクトペテルブルグ 2013.10.21）

（アルハンゲルスク 2017.6.28） 有志



ロシア講義風景

（ウラジオストク 2018.4.24）

（オレンブルグ ・大学教員と昼食 2013.10.23）

（サラトフ COFFEE BREAK           2013.10.18）

（ユジノサハリンスク 2016.10.31） ☝
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5]「観光立国」となるために [事例研究]観光立国・ニッポンに
向かって―産官学の各側面における成功＆失敗―

6]まとめ

「目次」 「極東ロシア」 観光振興 （PPTで120枚ほど）

「はじめに」

1 世界的な観光活性化と観光の開発/振興の目的

１）世界や日本の観光交流の活性化 ２）観光の及ぼす効果・影響

３）観光形態

2 国際観光の開発/振興のためのインフラ整備と観光関

係者の推進手法と課題

１）「観光インフラの整備」 ２）「観光関係者の手法と課題」

3 「1年を通じて観光地となるための商品作り」

１）商品が出来上がる仕組み ２）マーケティング戦略
[徹底研究ウラジオストク] [徹底研究ペトロパブロフスク・カムチャッキー]

4 日本マーケットへのアプローチ手法



2018年 「極東ロシア」 観光振興講義



2017年6月ー7月 「ロシア」 観光振興講義



ロシアのパンフレットはどこにある？



日本人が行きたい国ーロシアは何番目？



「観光講義参加者」 ロシア人

●「観光講義」➡出席メンバーにびっくり。
警察官６名（サンクトペテルブルグ）、
牧師（ウラジオストク）、ＩＴ会社、美術館・博物館



ロシア＆ ロシア人（観光講義面）

●ロシア人は初対面の人には警戒心が比較的強い（？）
➡講義開始「１，２時限目」：質問攻め（講師の品定め？）

● 率直で裏表のない本音をぶつけ合う性格
➡ 講座での議論/ワークショップ/プレゼン
（例）警察官 X ホテル・女性マネジャー）
（例）老若・男女/一緒になって

●「観光ホスピタリティ」
➡観光関係者の教育レベルは高い。しかし、実際は？
●ある受講者からの質問
「ところで、クリル（千島列島）のパッケージツアー
は、いつできるのですか？」

●ロシア流ホスピタリティ“二歩進んで、一歩退がる”
➡出入国審査・CARD「ロシア語・英語の併記」
➡突然、「ロシア語のみ」
➡（現在は）ロシア人出入国管理官が全部、書いてくれる？



ロシア＆ロシア人 （旅行意識）

●ロシア人は「泳ぎが大好き！」
➡海外旅行先は、ビーチリゾートへ（現在も！）
トルコ、タイのプーケット/➡国内・ボルガ河

資料）JNTO
訪日旅行データハンドブック

https://www.afpbb.com/articles/-
/3416554 2022年7月 AFP

https://www.afpbb.com/articles/-/3416554


ロシア&ロシア人（街角風景）

☜（ユジノサハリンスク 2016.10.30） ☝

公園でパチリと。2013.11.03 ➡

●ロシア史は外敵との
戦いの歴史
➡国内いたる所に
兵器・戦跡



ロシア＆ロシア人 （街づくり提案）

ウラジオストク市長からの依頼（2018）：
「要塞＆戦跡（地下核シェルターetc.）を観光名所にしたいが？」

我々専門家チーム（M.K.TEAM：4名）提案
➡[PEACEの街に！]



https://www.jiji.com/jc/graphics?p=ve_pol_seisaku-
gaikou20161216j-08-w400

2016年12月 時事 ☜ ⇒

https://www.tokyo-np.co.jp/article/167162
東京新聞 2022年3月

⇒

終りに（侵攻前⇒現在）

https://www.jiji.com/jc/graphics?p=ve_pol_seisaku-gaikou20161216j-08-w400
https://www.tokyo-np.co.jp/article/167162

